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一部又は全部委託

実施・運営
方法

　藤島ポンプ場設備の改築を実施し、以後20余年のポンプ場の機能維持を図る。
　平成２２年度
　　【委託業務内容】
　　　機械設備改築工事実施設計業務委託（委託料）　4,410千円

　平成２３年度以降
　　【委託業務内容】
　　　監理業務委託（委託料）　H23、24継続　7,508千円
　　【工事請負内容】
　　　設備改築工事（工事費）　H23、24継続　351,918千円
　
　　　　更新対象機器：主ポンプ(1号、2号）、駆動装置（1号用、2号用）、
　　　　　　　　　　　　　　減速機（1号用、2号用）、補機類一式、除塵機（1号、2号）
　　　　　　　　　　　　　　ゲート類、自家用発電機

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

　藤島地区の住民に対し、浸水被害軽減のための安定した施設の稼動を提供する。
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総合計画
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都市基盤

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

汚水・排水処理

2

名称：

下水道法

6 1

会計区分 施設整備系

平成２２年度 平成２４年度～事業期間

事業番号

藤島ポンプ場整備事業

247

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》
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0
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担当係

事業類型

老朽管などの更新を進める

下水道事業特別会計

地域住民組織

1,0730 536

Ｈ22決算額

163,790

0

0
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二
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判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

　藤島ポンプ場は、中島川流域の浸水被害対策として、昭和55年より供用開始されてい
る。以来有事の際には藤島地区の浸水被害を軽減すべく運用しているところである。し
かしながら運用以来30年以上が経過し、各機器の耐用年数が超過していることから、事
業を廃止すると、経年劣化による不具合を起因とする不測の事態が危惧されることとな
る。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

　機器の更新が完了すると同時に劣化は進行していくことから、今後は如何に低経費
で、永く運用していくかの長寿命化計画を処分制限期間（７年）を迎える前である平成29
年度頃を目途に作成することとし、効率的に維持管理していくことを目指す。

　活動指標、成果指標また実施計画に基づいた進捗が図れていることから、現状維持と
判断した。

事業進捗率

事業目的の
達成状況

　設備診断により「改築」と診断され、経年による劣化が確認されている機器について改
築（更新）工事を施工するための設計委託を実施。設計書を作成し、平成23、24年度施
工予定の工事に備えている。
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